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問題と目的　Introduction
厚生労働省が発表している「平成 29 年労働安全衛

生調査（実態調査）」によれば，労働者の 58.3%（前
年調査 59.5%）が現在の仕事や職業生活に強いストレ
スを感じており，その内容は割合の多い順に「仕事の
質・ 量（62.6 ％）」「 仕 事 の 失 敗， 責 任 の 発 生 等

（34.8％）」「対人関係（セクハラ・パワハラを含む；
30.6％）」となっている。ストレスによるメンタルヘ
ルス悪化の問題が深刻となる中，メンタルヘルスの対
策に取り組んでいる事業者の割合は 58.4％（前年調
査 56.6%）となっているが，その取り組みの実態は

「調査票を用いたストレスチェック（64.3％）」「教育
研修・情報提供（40.6％）」「相談体制の整備（39.4％）」
といったもので，積極的かつ直接的に就業中の職場や
組織のメンタルヘルス向上に働きかけるような取り組
みとは言い難い。このような問題意識に基づき，本研
究では職場のメンタルヘルス向上に直接働きかける取
り組みとして，就業中の職場にセラピー犬を介在させ
る際のプログラムを作成して実際に実施し，その後の
アンケート調査から職場におけるセラピー犬介在の可
能性と有効性を検証することを目的とした。

方法　Method
1． 職場へのセラピー犬介在プログラム

セラピー犬の介在プログラムについては，まず実験
にご協力いただく企業側の要望やドッグセラピストの
意見を参考に，表 1 のような実施プログラムを作成
した。社員の方には事前にセラピー犬常駐の時間帯と
場所を伝え，自由に訪れて触れ合ったり，見学したり
出来ることを伝えた。また状況に応じて，途中でセラ

ピー犬の休憩時間を設ける可能性があることも伝え
た。
2．  職場へのセラピー犬介在プログラムの実施

2018 年 6 月 11 日（月）に，協力に同意が得られた
企業の自社ビル内ミーティングスペースにて実施し
た。実施は，ウィジードッグクラブ株式会社より 2
頭のセラピー犬とドッグセラピスト 2 名の協力を得
て行われた。
3． プログラム実施後の web アンケートによる調査

調査協力者は，セラピー犬が介在した企業の社員
93 名（男性 66 名，女性 25 名，不明 2 名）で，回答
者のおよそ半数が 40 代後半～ 50 代前半であった。
調査実施期間は 2018 年 6 月 12 日（火）～ 6 月 25 日

（月）で，調査方法はリアルタイム評価支援システム
を 利 用 し た web 調 査 で 行 わ れ た。 調 査 内 容 は，

「1．セラピー犬との接触について（単一回答）」
「2．セラピー犬訪問による会話量の変化について（複
数回答）」「3．セラピー犬訪問による職場の変化，ご
自身の変化について（自由記述）」「4．職場にセラ
ピー犬がいることについてのご意見（自由記述）」

「5．（1）性別（2）ペット飼育経験」「6．ご意見，ご
感想」で，回答は無記名で行われた。

結果　Result
調査協力者 93 名のうち，実際にセラピー犬と触れ

合ったのは 53 名（以降「接触者」と称す）で，「様
子を見に行った」「他の社員から写真や様子を見聞き
した」「たまたまいるのを見た」といった間接的接触
者が 17 名，未接触者が 15 名，その他は「skype 経由
で視聴」「仕事の都合で不参加」などであった。

* 連絡先：yashiro@otsuma.ac.jp

ポスター発表

第 11 回学術大会（2018）要旨

49



まず，セラピー犬との接触別（接触・間接的接触・
未接触）に職場での会話量の変化を検討するため，表
2 の質問内容について複数回答で回答を求めた。その
結果（表 2），「普段よりも会話が多かった」「普段よ
りも多くの人と会話をした」「普段あまり話さない人
とも話した」「特に変わらなかった」の回答にそれぞ
れ統計的に有意な差がみられ，接触者に「会話量が増
加した」という回答が多く，未接触者に「特に変わら
なかった」の回答が多かった。

次に，職場の変化や自身の変化について回答を分類
した結果，表 3 に示したように回答率の多い順に「気
分の高揚・職場内の活気の向上」「会話量の増加」「気
分転換」「心の和み・場の和み」「癒し」「仕事役割か
らの解放」に分類された。

考察　Discussion
セラピー犬との接触は，単なる癒しや気分転換にと

どまらず，一瞬にして人を職場の役割から解放し（自
己変容），犬を中心とした会話が生じることによって

職場という枠組みを取り払った対人コミュニケーショ
ンが生み出されることが確認された。「仕事での失敗
や責任」「対人関係」が大きなストレスとなっている
現代の職場において，セラピー犬の介在はこの 2 つ
の側面での問題解決に寄与する可能性と有効性が示唆
された。

最後に，本研究では午後の時間帯に 2 時間半の介
入プログラムを作成し実施したが，実施方法について
は，まだ試行段階である。今後はこのプログラムの適
用条件，実施時期や実施頻度，実施時間帯，実施内容

（どのような触れ合いブースにするか），さらに介在す
るセラピー犬への影響など多側面からの検証が必要で
ある。
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表 1　職場へのセラピー犬介在プログラムの概要

表 2　セラピー犬との接触別　職場での会話量の変化

表 3　セラピー犬介在による職場の変化、自身の変化（n ＝ 82）
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